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波
津
高
麗
橋
説
批
判

西

本

昌

弘

難
波
津
は
古
代
の
ヤ
マ
ト
政
権
が
大
阪
湾
岸
地
域
に
設
け
た
外
港
で
あ
る
。
五
世
紀
以
降
、
中
国
や
朝
鮮
諸
国
に
派
遣
さ
れ
る
外
航
船

は
難
波
津
を
出
発
し
、
外
国
使
節
の
大
型
船
も
難
波
津
に
到
着
し
た
。
そ
の
難
波
津
の
近
傍
に
は
、
難
波
館
・
三
韓
館
な
ど
と
総
称
さ
れ

る
隋
・
唐
・
高
句
麗
・
百
済
・
新
羅
の
客
館
が
存
在
し
た（

⚑
）。
こ
れ
ら
の
客
館
は
外
国
使
節
の
宿
泊
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
た
も
の
で
、
の

ち
に
は
唐
風
に
改
称
し
て
鴻
臚
館
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

難
波
津
や
客
館
の
位
置
を
め
ぐ
っ
て
は
、
古
く
か
ら
議
論
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、
近
年
で
は
考
古
学
的
な
発
掘
調
査
成
果
を
勘
案
し
て
、

天
神
橋
付
近
や
高
麗
橋
付
近
に
難
波
津
を
比
定
す
る
説
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。
高
麗
橋
説
の
背
景
に
は
、
大
阪
市
中
央
区
に
残
る
高
麗

橋
と
い
う
地
名
（
橋
名
）
が
、
古
代
の
高
麗
館
（
高
句
麗
使
の
た
め
の
客
館
）
を
連
想
さ
せ
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ

の
よ
う
な
理
解
は
本
当
に
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
高
麗
橋
説
を
提
唱
し
た
日
下
雅
義
氏
の
論
拠
を
逐
一
検
証
し
な
が
ら
、
高
麗
橋
説
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
た
、

高
麗
橋
と
い
う
名
称
の
由
来
を
考
え
る
た
め
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
（
高
麗
陣
）
に
際
し
て
、
朝
鮮
（
高
麗
）
か
ら
連
行
さ
れ
た
民
間

人
捕
虜
（
被
虜
人
）
の
実
相
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

難
波
津
高
麗
橋
説
批
判
（
西
本
）

【T：】Edianserver ／關西大學／文學論集／第70巻第⚔号／
西本昌弘 最終⚒校／通し

二
七



一

難
波
津
高
麗
橋
説
の
論
拠
と
そ
の
問
題
点

難
波
津
を
高
麗
橋
付
近
に
比
定
す
る
説
は
日
下
雅
義
氏
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
日
下
氏
は
一
九
八
三
年
に
「
古
代
の

「
住
吉
津
」
に
つ
い
て
」（『
藤
澤
一
夫
先
生
古
稀
記
念
古
文
化
論
叢
』）、
一
九
八
五
年
に
「
摂
河
泉
に
お
け
る
古
代
の
港
と
背
後
の
交
通

路
に
つ
い
て
」（『
古
代
学
研
究
』
一
〇
七
）
と
「
古
代
に
お
け
る
「
住
吉
津
」
付
近
の
地
形
」（『
す
み
の
え
』
一
七
七
）、
一
九
八
七
年

に
「
古
代
〝
難
波
津
〟
の
位
置
を
め
ぐ
っ
て
」（『
立
命
館
文
学
』
四
七
九
）、
一
九
九
〇
年
に
「
古
代
の
大
阪
港
」（『
大
阪
春
秋
』
六
一
）

な
ど
を
相
次
い
で
発
表
し
て
、
古
代
の
難
波
津
は
東
横
堀
川
に
沿
う
高
麗
橋
付
近
に
存
在
し
た
と
論
じ
た
。
こ
れ
ら
大
阪
湾
内
の
古
代
港

津
に
関
す
る
一
連
の
研
究
は
、
一
九
九
一
年
に
『
古
代
景
観
の
復
元
』（
中
央
公
論
社
）
と
題
す
る
一
書
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る（

⚒
）。
こ
の

著
書
に
よ
り
な
が
ら
、
日
下
氏
の
難
波
津
高
麗
橋
説
の
論
拠
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①

古
代
の
港
は
ラ
グ
ー
ン
や
河
口
部
に
成
立
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
難
波
津
・
住
吉
津
・
熟
田
津
な
ど
は
ラ
グ
ー
ン
の
港
の
代
表
例

で
あ
る
（
一
七
五
頁
）。

②

東
横
堀
川
に
か
か
る
高
麗
橋
付
近
に
厚
さ
二
～
三
メ
ー
ト
ル
の
シ
ル
ト
層
が
存
在
す
る
が
、
こ
の
シ
ル
ト
層
は
二
つ
の
砂
州
の
間
に

形
成
さ
れ
た
ラ
グ
ー
ン
の
底
に
た
ま
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
（
二
二
四
～
二
二
五
頁
）。

③
『
日
本
書
紀
』
仁
徳
二
二
年
正
月
条
に
「
押
照
る

難
波
の
崎
の

並
び
浜

並
べ
む
と
こ
そ

そ
の
子
は
有
り
け
め
」
と
詠
ま
れ

て
い
る
が
、「
並
び
浜
」
は
上
町
台
地
の
先
端
に
立
っ
て
眺
め
ら
れ
た
景
、
す
な
わ
ち
砂
州
と
そ
れ
に
挟
ま
れ
た
ラ
グ
ー
ン
が
、
何
本

か
の
筋
の
よ
う
に
な
っ
て
横
た
わ
っ
て
い
る
様
子
を
歌
っ
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
（
二
二
五
頁
）。

④
『
日
本
書
紀
』
推
古
一
六
年
六
月
条
や
舒
明
四
年
一
〇
月
条
に
は
、
隋
使
や
唐
使
が
難
波
津
に
来
着
し
た
記
事
が
み
え
る
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
直
木
孝
次
郎
説（

⚓
）に
従
い
、
江
口
→
堀
江
→
難
波
津
と
進
ん
だ
と
解
釈
し
、
江
口
を
堂
島
川
に
か
か
る
玉
江
橋
付
近
に
比
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定
す
れ
ば
、
難
波
津
は
高
麗
橋
付
近
に
あ
っ
た
と
み
て
問
題
な
い
（
二
二
六
～
二
二
七
頁
）。

⑤
「
難
波
往
古
図
」（
河
州
雲
茎
寺
什
物
）
で
は
、「
船
場
」
と
い
う
字
の
そ
ば
に
「
難
波
湊
」
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
は
高
麗
橋

の
場
所
と
一
致
す
る
（
二
二
八
～
二
三
〇
頁
）。

⑥

高
麗
橋
に
近
い
北
浜
の
三
越
百
貨
店
の
地
下
か
ら
単
弁
八
葉
蓮
華
紋
瓦
片
、
蛸
壺
形
素
焼
小
壺
が
出
土
し
、
高
麗
橋
一
丁
目
、
島
町

一
丁
目
、
道
修
町
一
丁
目
な
ど
の
地
下
か
ら
韓
式
系
土
器
、
奈
良
三
彩
小
壺
、
皇
朝
十
二
銭
、
重
圏
文
軒
平
瓦
な
ど
が
出
土
し
て
い
る

（
二
三
二
～
二
三
三
頁
）。

⑦

七
世
紀
後
半
に
お
い
て
難
波
で
唯
一
の
寺
だ
っ
た
と
さ
れ
る
阿
曇
寺
は
、
高
麗
橋
一
丁
目
付
近
に
建
立
さ
れ
て
い
た
と
す
る
吉
田
靖

雄
説
が
有
力
で
あ
る
（
二
三
三
頁
）。

⑧

高
麗
橋
と
い
う
名
が
朝
鮮
半
島
と
の
関
係
で
つ
け
ら
れ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
ま
ち
が
い
な
い
（
藪
内
吉
彦
説
）（
二
三
三
頁
）。

以
上
の
よ
う
な
論
拠
を
あ
げ
な
が
ら
、
日
下
氏
は
五
～
六
世
紀
に
難
波
堀
江
が
完
成
し
た
の
ち
、
国
際
港
「
難
波
津
」
は
現
在
の
高
麗

橋
付
近
に
定
着
し
た
と
結
論
づ
け
た
（
二
一
九
頁
、
二
三
四
頁
）

日
下
氏
の
高
麗
橋
説
が
出
さ
れ
る
ま
で
、
古
く
か
ら
有
力
視
さ
れ
て
い
た
の
は
、
難
波
津
を
三
津
寺
町
付
近
に
比
定
す
る
説
で
あ
り
、

一
九
七
〇
年
代
に
千
田
稔
氏
の
論
考
が
公
刊
さ
れ
る
と（

⚔
）、
三
津
寺
町
説
が
さ
ら
に
通
説
の
地
位
を
固
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
日

下
説
の
発
表
後
、
い
ち
早
く
直
木
孝
次
郎
氏
が
こ
れ
を
支
持
し
た（

⚕
）こ
と
も
あ
っ
て
、
高
麗
橋
説
が
一
躍
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
三
津

寺
町
説
の
有
位
を
覆
す
こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
で
は
考
古
学
者
を
中
心
と
し
て
、
高
麗
橋
説
の
方
が
通
説
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

し
か
し
、
日
下
氏
が
提
示
し
た
前
述
の
よ
う
な
論
拠
は
い
ず
れ
も
不
確
実
な
も
の
で
あ
り
、
高
麗
橋
説
は
十
分
に
論
証
さ
れ
た
学
説
で

あ
る
と
は
認
め
が
た
い
。
以
下
、
日
下
説
の
論
拠
を
一
つ
ず
つ
検
証
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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①
は
ラ
グ
ー
ン
に
難
波
津
な
ど
の
要
港
が
発
達
す
る
と
い
う
一
般
論
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
異
論
は
な
い
。

②
の
高
麗
橋
付
近
に
ラ
グ
ー
ン
が
存
在
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
木
原
克
司
氏
が
否
定
的
な
意
見
を
述
べ
て
い
る
が（

⚖
）、
二
〇
一
四
年
に

お
け
る
趙
哲
済
氏
ら
の
地
形
復
原
で
は
、
高
麗
橋
付
近
に
ラ
グ
ー
ン
の
存
在
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
と
く
に
異
論
を
さ
し
は

さ
む
必
要
は
な
い
。
た
だ
し
、
趙
氏
ら
の
地
形
復
原
で
は
、
七
世
紀
以
降
の
古
代
に
は
三
津
寺
町
付
近
に
も
ラ
グ
ー
ン
が
形
成
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
（
後
述
）、
ラ
グ
ー
ン
の
存
在
か
ら
高
麗
橋
説
の
み
が
有
利
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

③
の
「
並
び
浜
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
足
利
健
亮
氏
の
批
判
が
あ
る
。
足
利
氏
は
仁
徳
紀
の
こ
の
歌
か
ら
、
は
た
し
て
砂
州
と
水
域

の
交
互
配
列
の
情
景
が
読
み
と
れ
る
と
言
い
切
れ
る
の
か
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る（

⚗
）。
奈
良
時
代
に
は
、
二
つ
の
同
一
規
模
の
倉
を
並
べ
て

建
て
、
共
通
の
屋
根
を
つ
け
た
も
の
を
並
倉
・
双
倉
と
称
し
た
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。
こ
う
し
た
用
法
を
参
照
す
る
と
、
同
一
規
模

の
浜
が
隣
接
し
て
並
ぶ
情
景
を
「
並
び
浜
」
と
呼
ん
だ
可
能
性
も
あ
る
。
か
り
に
日
下
説
を
認
め
る
と
し
て
も
、
砂
州
と
砂
州
に
挟
ま
れ

た
ラ
グ
ー
ン
は
古
代
に
は
三
津
寺
町
付
近
に
も
形
成
さ
れ
て
い
た
。
趙
哲
済
氏
ら
は
仁
徳
紀
の
「
並
び
浜
」
を
彷
彿
と
さ
せ
る
海
浜
の
地

層
を
、
大
阪
市
浪
速
区
の
恵
美
須
町
遺
跡
で
発
掘
し
た
と
述
べ
て
い
る（

⚘
）。
し
た
が
っ
て
、「
難
波
の
崎
の

並
び
浜
」
と
い
う
表
現
を
も
っ

て
、
高
麗
橋
説
の
論
拠
と
す
る
こ
と
は
適
当
と
は
思
わ
れ
な
い
。

④
推
古
一
六
年
六
月
条
や
舒
明
四
年
一
〇
月
条
に
み
え
る
外
国
使
節
船
を
迎
接
し
た
江
口
は
、
こ
れ
ま
で
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
き
た

よ
う
な
淀
川
河
口
部
に
お
け
る
陸
上
の
一
地
点
で
は
な
く
、
淀
川
が
難
波
海
（
大
阪
湾
）
に
注
ぎ
込
む
河
口
付
近
の
海
上
の
一
地
点
を
さ

す
と
み
る
べ
き
で
あ
る（

⚙
）。
し
た
が
っ
て
、
江
口
に
到
着
し
た
あ
と
に
使
節
が
向
か
っ
た
難
波
津
や
客
館
は
、
高
麗
橋
説
と
三
津
寺
町
説
の

い
ず
れ
で
も
説
明
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
で
は
難
波
津
の
位
置
を
つ
き
と
め
る
決
め
手
に
は
な
ら
な
い
。

⑤
の
「
難
波
往
古
図
」
は
信
拠
す
る
に
足
り
な
い
偽
作
図
で
あ
る（

10
）。
日
下
氏
自
身
も
、
明
ら
か
に
間
違
っ
た
部
分
を
含
む
も
の
も
あ
る

の
で
、
古
地
図
を
安
易
に
用
い
る
の
は
よ
く
な
い
と
述
べ
て
い
る（

11
）通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
図
に
描
か
れ
た
「
難
波
湊
」
の
位
置
は
何
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の
根
拠
に
も
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

⑥
天
神
橋
付
近
や
高
麗
橋
付
近
か
ら
古
代
の
遺
物
が
多
数
出
土
す
る
こ
と
は
、
近
年
ま
で
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
近
年
で
は
こ
の
付
近
が
古
代
難
波
の
中
心
地
で
あ
る
と
さ
れ
、
難
波
津
も
こ
の
付
近
に
位
置
す
る
と
考
え

る
論
者
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
三
津
寺
町
に
近
い
中
央
区
島
之
内
一
丁
目
の
住
友
銅
吹
所
跡
で
は
、
下
層
の
七
世
紀

中
頃
の
溝
状
遺
構
か
ら
祭
祀
用
の
舟
形
木
製
品
一
九
点
や
人
形
・
斎
串
が
出
土
し
て
お
り（

12
）、
和
田
萃
氏
は
こ
れ
ら
を
千
田
稔
氏
の
三
津
寺

町
説
に
有
利
な
資
料
と
い
え
る
と
述
べ
て
い
る（

13
）。
一
九
二
九
年
に
南
海
難
波
駅
の
地
下
か
ら
古
代
の
土
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と（

14
）も
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
現
在
ま
で
の
出
土
品
か
ら
み
た
場
合
、
高
麗
橋
説
が
相
対
的
に
有
利
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
絶
対
的

な
も
の
で
は
な
い
。

⑦
日
下
氏
が
依
拠
し
た
の
は
『
明
日
香
風
』
所
載
の
吉
田
靖
雄
論
文
で
あ
る
。
吉
田
氏
は
こ
の
論
文
に
お
い
て
、「
文
献
に
み
え
る
七

世
紀
後
半
の
難
波
の
寺
は
一
つ
し
か
な
い
。
阿
曇
寺
で
あ
る
」
と
し
、
高
麗
橋
一
丁
目
の
遺
跡
を
阿
曇
寺
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る（

15
）。
一
方
、
吉
田
氏
は
『
大
阪
府
史
』
第
二
巻
で
は
、「
正
史
に
み
え
る
七
世
紀
後
半
の
大
阪
の
寺
は
、
阿
曇
寺
し
か
な
い
」
と
し
、

瓦
を
出
土
す
る
寺
院
跡
ら
し
い
高
麗
橋
一
丁
目
付
近
を
阿
曇
寺
跡
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
と
説
い
て
い
る（

16
）。
し
か
し
、
文
献
に
み
え
る

七
世
紀
後
半
の
難
波
の
寺
は
阿
曇
寺
だ
け
で
は
な
い
。『
日
本
書
紀
』
で
は
白
雉
四
年
（
六
五
三
）
六
月
条
に
旻
法
師
を
弔
っ
た
川
原
寺

が
み
え
る
が
、
飛
鳥
の
川
原
寺
が
創
建
さ
れ
る
の
は
天
智
朝
な
の
で
、
こ
の
川
原
寺
は
難
波
に
あ
っ
た
寺
と
考
え
ら
れ
る（

17
）。
ま
た
『
日
本

霊
異
記
』
上
、
一
四
縁
に
は
、
百
済
滅
亡
後
に
百
済
僧
義
覚
が
住
し
た
難
波
の
百
済
寺
が
み
え
る
。
一
方
、
高
麗
橋
付
近
に
阿
曇
寺
を
比

定
す
る
の
は
、
一
九
八
七
年
版
の
大
阪
府
の
遺
跡
地
図
の
見
解
で
あ
っ
た（

18
）。
し
か
し
、
こ
の
説
は
そ
の
後
否
定
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
藤

沢
一
夫
・
梶
山
彦
太
郎
両
氏
の
説（

19
）に
従
っ
て
、
北
区
太
融
寺
付
近
の
字
ア
ド
ヱ
に
阿
曇
寺
を
比
定
す
る
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
嘉
元

四
年
（
一
三
〇
六
）
の
安
祥
寺
鐘
銘
（『
鎌
倉
遺
文
』
二
九
、
二
二
五
一
三
号
）
に
「
摂
州
渡
辺
安
曇
寺
洪
鐘
一
口
」
と
あ
る
の
で
、
安

難
波
津
高
麗
橋
説
批
判
（
西
本
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曇
寺
は
渡
辺
に
所
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
太
融
寺
の
南
門
柱
下
に
奈
良
時
代
の
礎
石
が
転
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
弘
安
四
年
（
一
二

八
一
）
の
史
料
に
「
渡
辺
太
融
寺
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
安
曇
寺
は
太
融
寺
の
付
近
に
所
在
し
て
い
た
と
結
論
づ
け
た
の

で
あ
る
。
太
融
寺
説
を
支
え
る
根
拠
の
一
つ
は
、
明
治
一
九
年
の
「
大
阪
実
測
図
」
に
み
え
る
字
ア
ド
ヱ
付
近
を
安
曇
江
の
故
地
と
す
る

千
田
稔
説（

20
）で
あ
る
が
、
小
字
名
に
依
拠
す
る
千
田
氏
の
地
名
考
証
に
は
、
足
利
健
亮
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
古
代
～
明
治
間
を
結
ぶ
中

間
項
と
し
て
の
地
名
史
料
が
存
在
し
な
い
と
い
う
点
に
大
き
な
難
点
が
あ
る（

21
）。
ま
た
、
渡
辺
と
い
う
地
域
の
中
心
は
現
在
の
天
神
橋
付
近

な
の
で
、
七
世
紀
中
葉
に
遡
る
阿
曇
寺
が
渡
辺
の
中
心
を
遠
く
離
れ
た
太
融
寺
付
近
に
創
建
さ
れ
た
と
い
う
の
も
腑
に
落
ち
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
現
在
の
通
説
で
あ
る
太
融
寺
付
近
説
に
も
大
き
な
疑
問
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
阿
曇
寺
を
高
麗
橋
付
近
に
求
め
る
吉

田
靖
雄
説
は
有
効
性
を
失
っ
て
お
り
、
吉
田
説
に
依
拠
す
る
日
下
説
も
成
り
立
ち
が
た
い
と
い
え
る
。

⑧
日
下
氏
は
藪
内
吉
彦
説
に
依
拠
し
て
、
高
麗
橋
と
い
う
名
が
朝
鮮
半
島
と
の
関
係
で
つ
け
ら
れ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
論
じ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
藪
内
説
の
冒
頭
だ
け
を
紹
介
し
た
や
や
恣
意
的
な
引
用
で
あ
る
。
藪
内
氏
は
高
麗
橋
の
名
の
由
来
に
つ
い
て
、「
い

ず
れ
に
し
て
も
隣
国
朝
鮮
と
の
関
係
で
附
け
ら
れ
た
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
」
と
述
べ
た
の
ち
に
、

ａ

六
世
紀
末
に
高
句
麗
の
使
が
難
波
津
に
上
陸
し
、
飛
鳥
の
都
へ
赴
く
さ
い
に
休
養
し
た
迎
賓
館
が
こ
の
辺
に
あ
っ
た
か
ら
と
す
る

説
、

ｂ

天
正
一
八
年
（
一
五
九
〇
）、
朝
鮮
（
李
朝
）
か
ら
国
使
が
秀
吉
の
国
内
統
一
を
慶
賀
し
に
来
朝
し
た
の
を
記
念
し
て
附
け
ら
れ

た
と
い
う
説

の
二
つ
を
紹
介
し
た
の
ち
、
慶
長
一
二
年
（
一
六
〇
七
）
か
ら
は
じ
ま
る
朝
鮮
（
李
朝
）
の
通
信
使
と
の
関
係
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
で

あ
ろ
う
か
、
と
自
説
を
追
加
し
て
い
る（

22
）。
高
麗
橋
の
名
称
の
由
来
を
古
代
の
対
高
句
麗
外
交
と
近
世
初
頭
の
対
朝
鮮
関
係
の
二
つ
に
関
わ

ら
せ
て
推
測
す
る
意
見
は
、
戦
前
か
ら
唱
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
現
在
ま
で
根
強
く
継
承
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る（

23
）。
し
か
し
、
少
な
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く
と
も
こ
の
二
説
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
せ
ず
に
、「
朝
鮮
半
島
と
の
関
係
で
つ
け
ら
れ
た
」
と
要
約
す
る
こ
と
で
、
対
高
句
麗
外
交
や
高

麗
館
と
の
関
係
を
暗
示
さ
せ
る
こ
と
は
穏
当
で
は
あ
る
ま
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
阪
の
高
麗
橋
と
い
う
名
称
の
起
源
に
つ
い
て
、
古

代
説
と
近
世
初
頭
説
の
い
ず
れ
に
よ
り
妥
当
性
が
あ
る
の
か
は
、
辞
典
や
概
説
書
の
域
を
越
え
て
踏
み
込
ん
で
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
。

以
上
、
日
下
雅
義
氏
の
難
波
津
高
麗
橋
説
の
論
拠
を
検
証
し
て
き
た
。
①
と
②
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ
る
が
、
七
世
紀
以
降
の
古
代
に

は
ラ
グ
ー
ン
は
高
麗
橋
付
近
に
限
ら
ず
、
三
津
寺
町
な
ど
ほ
か
の
場
所
に
も
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
高
麗
橋
付
近
の

み
に
限
定
す
る
理
由
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
③
④
⑤
⑦
は
い
ず
れ
も
根
拠
薄
弱
で
あ
り
、
⑧
に
つ
い
て
は
、
高
麗
橋
と
い
う
名
称
が

近
世
初
頭
の
対
朝
鮮
関
係
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
検
討
す
る
と
い
う
課
題
が
残
る
。
そ
う
な
る
と
、
残
る
の
は
⑥
の
み
で
あ

る
。⑥

は
古
代
遺
物
の
出
土
状
況
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
高
麗
橋
付
近
の
み
に
と
く
に
顕
著
な
遺
跡
・
遺
物
が
集

中
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
天
神
橋
周
辺
と
読
み
換
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
近
年
、
松
尾
信
裕
氏
は
古
代
の
遺
物
が
道
修
町
や
平
野
町

か
ら
多
く
出
土
す
る
こ
と
か
ら
、
古
代
の
港
湾
施
設
「
難
波
津
」
は
東
横
堀
川
分
流
地
点
付
近
の
大
川
岸
に
存
在
し
て
い
た
と
推
定
し
て

い
る（

24
）。
高
麗
橋
説
に
大
き
な
根
拠
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
今
後
、
こ
の
説
は
松
尾
氏
の
唱
え
る
渡
辺
津
説
に
包
摂
し
て
考
え
る

こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

二

高
麗
陣
と
高
麗
町
・
高
麗
橋
・
高
麗
門

高
麗
橋
は
大
阪
市
中
央
区
の
東
横
堀
川
に
架
か
る
橋
で
あ
る
。
豊
臣
秀
吉
は
天
正
一
一
年
（
一
五
八
三
）
か
ら
大
坂
城
本
丸
の
築
城
を

開
始
し
、
同
一
四
年
に
は
本
丸
を
囲
繞
す
る
外
堀
を
掘
り
、
そ
の
内
側
に
二
の
丸
を
造
営
し
た
。
さ
ら
に
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
に

難
波
津
高
麗
橋
説
批
判
（
西
本
）
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は
大
坂
城
惣
構
の
築
造
を
命
じ
た
（『
駒
井
日
記
』
文
禄
三
年
正
月
二
〇
日
条
）。
惣
構
（
惣
構
堀
）
と
は
城
の
最
外
郭
に
築
か
れ
る
防
御

施
設
の
こ
と
で
、
大
坂
城
の
場
合
、
も
と
も
と
北
・
東
・
西
側
に
存
在
し
た
河
川
・
堀
川
を
利
用
し
、
南
側
も
既
存
の
谷
を
利
用
し
て
整

備
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
惣
構
と
し
て
東
側
に
東
横
堀
川
、
南
側
に
空
堀
が
整
備
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

25
）。

高
麗
橋
の
史
料
上
の
初
見
は
、『
当
代
記
』
巻
三
に
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
の
戦
い
直
前
の
様
子
を
記
し
て
、

去
七
月
、
上
方
衆
内
府
公
江
謀
叛
時
、
大
坂
惣
構
口
々
番
手
事
、

一
、
濱
の
橋
、
毛
利
民
部
大
輔

一
、
高
麗
橋
、
高
田
河
内
守

藤
懸
三
河
守

一
、
平
野
町
橋
、
宮
木
丹
後
守

一
、
淡
路
町
橋
、
早
川
主
馬

と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
高
麗
橋
は
こ
の
と
き
す
で
に
大
坂
城
の
西
側
惣
構
に
架
か
る
橋
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
大
阪
城
天
守
閣
に
は

慶
長
九
年
八
月
に
大
工
吉
久
が
奉
行
し
た
旨
の
銘
を
刻
ん
だ
高
麗
橋
の
鉄
製
擬
宝
珠
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
大
坂
夏
の
陣
の
直

後
、
焼
跡
整
理
の
任
に
あ
た
っ
た
徳
川
方
の
安
藤
右
京
進
重
長
が
記
念
に
持
ち
帰
り
、
長
く
磐
城
平
藩
主
安
藤
家
に
襲
蔵
さ
れ
て
き
た
も

の
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
二
、
三
の
変
遷
を
経
て
、
吉
田
茂
元
首
相
邸
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
沼
田
頼
輔
氏
が
安
藤

家
の
家
伝
に
よ
っ
て
高
麗
橋
の
擬
宝
珠
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
た
と
い
う（

26
）。
こ
の
擬
宝
珠
は
昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）
に
吉
田
茂
の
女

婿
で
あ
る
麻
生
太
賀
吉
か
ら
大
阪
市
に
寄
贈
さ
れ
た（

27
）。
以
上
か
ら
、
高
麗
橋
は
大
阪
城
の
西
側
を
画
す
る
惣
構
の
堀
に
架
か
る
橋
と
し
て

慶
長
五
年
ま
で
に
は
築
造
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

高
麗
橋
と
い
う
名
称
は
こ
の
よ
う
に
大
坂
城
惣
構
の
口
と
し
て
現
れ
る
の
が
最
初
で
あ
り
、
こ
れ
以
前
に
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
高
麗
橋
と
い
う
名
称
自
体
は
こ
の
頃
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
ま
で
に
唱
え
ら
れ
て
き
た
高

麗
橋
の
名
前
の
由
来
の
う
ち
、
豊
臣
秀
吉
の
時
期
の
対
朝
鮮
関
係
に
関
わ
る
名
称
と
み
る
方
が
妥
当
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

秀
吉
時
代
の
対
朝
鮮
関
係
と
い
っ
た
場
合
、
ま
ず
最
初
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
朝
鮮
出
兵
の
こ
と
で
あ
る
。
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
か
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ら
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
ま
で
足
か
け
七
年
に
わ
っ
た
朝
鮮
出
兵
は
、
日
本
で
は
文
禄
・
慶
長
の
役
、
朝
鮮
で
は
壬
辰
・
丁
酉
倭
乱
と

呼
ば
れ
る
が
、
同
時
代
の
日
本
で
は
こ
れ
を
高
麗
陣
と
称
し
、
朝
鮮
人
の
こ
と
を
高
麗
人
と
称
し
た
。
高
麗
陣
で
は
二
～
三
万
人
に
上
る

高
麗
人
が
日
本
各
地
に
連
行
さ
れ
て
き
た
が（

28
）、
こ
う
し
た
民
間
人
の
戦
争
捕
虜
を
被
虜
人
（
被
擄
人
）
と
呼
ぶ（

29
）。
高
麗
橋
と
い
う
名
の
由

来
を
考
え
る
際
に
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
高
麗
陣
と
深
く
関
わ
っ
て
高
麗
町
や
高
麗
門
と
い
う
町
名
・
門
名
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
鹿
児
島
に
は
島
津
義
弘
が
連
れ
帰
っ
た
高
麗
人
を
居
住
さ
せ
た
高
麗
町
が
存
在
し
た
。
高
麗
陣
の
際
に
、
薩
摩
に
は
金
海
・
熊

川
・
南
原
・
高
霊
・
星
州
な
ど
の
地
か
ら
陶
工
を
含
め
た
多
く
の
高
麗
人
が
連
行
さ
れ
た
。「
伊
集
院
由
緒
記
」

（
30
）、「
竪
野
並
苗
代
川
焼
物

高
麗
人
渡
来
在
附
由
来
記
」

（
31
）、
朴
寿
悦
本
「
苗
代
川
由
来
記
」

（
32
）

な
ど
に
よ
る
と
、
島
津
義
弘
は
慶
長
三
年
の
一
二
月
頃
に
帰
国
し
た
が
、

こ
の
と
き
に
高
麗
人
た
ち
は
三
派
に
分
か
れ
て
鹿
児
島
前
之
浜
・
東
市
来
神
之
川
・
串
木
野
島
平
な
ど
の
海
岸
に
到
着
し
た
。
こ
の
う
ち

前
之
浜
に
上
陸
し
た
高
麗
人
を
鹿
児
島
の
高
麗
町
へ
居
住
さ
せ
た
。
高
麗
町
に
は
多
人
数
が
召
し
置
か
れ
た
た
め
に
、
町
立
て
が
な
さ
れ

た
と
い
う
。
島
平
に
上
陸
し
た
高
麗
人
は
日
本
人
と
の
間
に
軋
轢
を
生
じ
た
た
め
、
慶
長
八
年
に
苗
代
川
（
現
、
鹿
児
島
県
東
市
来
町
美

山
）
へ
移
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
、
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
に
は
高
麗
町
の
朝
鮮
人
も
苗
代
川
へ
移
住
さ
せ
ら
れ
、
こ
こ
に
薩
摩
の
朝
鮮

人
村
落
と
し
て
の
苗
代
川
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る（

33
）。

朝
鮮
人
の
苗
代
川
移
住
後
、
鹿
児
島
の
高
麗
町
之
橋
の
左
右
、
甲
突
川
沿
い
に
一
五
〇
坪
前
後
の
士
屋
敷
が
造
ら
れ
た（

34
）と
い
う
か
ら
、

高
麗
町
や
高
麗
町
之
橋
と
い
う
名
称
は
そ
の
後
も
残
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
、
鹿
児
島
市
内
の
中
心
部
を
流
れ
る
甲
突
川
に
は
高

麗
橋
な
ど
五
つ
の
石
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
藩
が
天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
に
肥
後
の
石
工
岩
永
三
五
郎
を
招
い
て
築
か

せ
た
も
の
で
、
高
麗
橋
は
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
竣
工
し
た（

35
）。
た
だ
し
、
高
麗
人
の
居
住
に
ち
な
む
高
麗
町
や
高
麗
町
之
橋
と
い
う

町
名
・
橋
名
は
こ
れ
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
島
津
氏
が
連
れ
帰
っ
た
高
麗
人
（
朝
鮮
人
）
の
集
住
地
を
高
麗
町
と
し
、
そ

の
付
近
を
流
れ
る
甲
突
川
に
架
け
ら
れ
た
橋
を
高
麗
町
之
橋
と
呼
び
、
や
が
て
高
麗
橋
と
略
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
高

難
波
津
高
麗
橋
説
批
判
（
西
本
）
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麗
町
・
高
麗
橋
は
今
も
鹿
児
島
市
内
に
現
存
す
る
。

朝
鮮
出
兵
後
に
は
長
崎
に
も
多
く
の
朝
鮮
人
が
居
住
し
て
い
た
。
彼
ら
は
小
西
行
長
・
宇
喜
多
秀
家
ら
の
西
国
諸
将
に
連
行
さ
れ
た
の

ち
、
海
外
貿
易
で
潤
っ
て
い
た
長
崎
に
流
入
し
た
も
の
で
あ
る（

36
）。
イ
エ
ズ
ス
会
の
『
日
本
年
報
』
に
よ
る
と
、
一
五
九
三
年
の
ク
リ
ス
マ

ス
に
長
崎
で
一
〇
〇
人
の
受
洗
者
が
あ
り
、
そ
の
過
半
数
が
高
麗
捕
虜
で
あ
っ
た
（
一
五
九
四
・
九
五
年
度
年
報
）

（
37
）。
そ
の
後
、
長
崎
に

居
住
す
る
高
麗
捕
虜
の
男
女
子
供
は
一
三
〇
〇
名
を
超
え
、
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
二
年
前
に
洗
礼
を
受
け
て
い
る
と
い
う
（
一
五
九
六
年

度
年
報
）

（
38
）。
長
崎
の
高
麗
人
キ
リ
シ
タ
ン
は
信
心
会
を
組
織
し
て
お
り
、
彼
ら
は
寄
付
金
で
一
六
一
〇
年
に
高
麗
町
に
サ
ン
=ロ
レ
ン
ソ
教

会
を
建
て
た
（
一
六
一
〇
年
度
年
報
）

（
39
）。
長
崎
に
居
住
す
る
高
麗
人
被
虜
人
は
千
人
を
超
え
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
で
洗
礼
を
受
け
、

キ
リ
シ
タ
ン
と
な
っ
た
の
で
あ
る（

40
）。

長
崎
外
郭
の
海
岸
通
り
の
榎
津
町
周
辺
に
は
高
麗
町
と
呼
ば
れ
た
被
虜
人
集
落
が
あ
っ
た
。
長
崎
が
発
展
し
、
高
麗
町
を
含
め
た
浜
町

の
海
岸
通
り
と
中
島
川
筋
が
長
崎
の
中
心
地
に
編
成
さ
れ
る
と
、
高
麗
町
に
住
ん
で
い
た
朝
鮮
人
た
ち
は
、
中
島
川
の
高
麗
橋
一
帯
へ
と

移
住
し
た
。
高
麗
橋
は
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
に
明
人
の
平
江
府
ら
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
数
回
の
改
修
を
経
て
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
石
橋
群
の
通
し
番
号
で
第
二
橋
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
に
高
麗
橋
と
命
名
さ
れ
た
。

高
麗
橋
一
帯
は
一
七
世
紀
後
半
ま
で
新
高
麗
町
と
い
う
地
名
で
呼
ば
れ
た
が
、
今
は
伊
勢
町
と
呼
ば
れ
て
い
る（

41
）。
長
崎
の
場
合
も
、
高
麗

人
の
集
住
地
を
高
麗
町
・
新
高
麗
町
と
呼
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
高
麗
橋
と
い
う
名
称
自
体
は
後
世
に
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
も
か
つ
て
の
新
高
麗
町
と
い
う
町
名
に
ち
な
む
も
の
で
あ
っ
た
。

次
に
高
麗
門
に
つ
い
て
述
べ
る
。
熊
本
城
の
西
側
惣
構
上
の
新
町
南
西
隅
に
設
け
ら
れ
た
出
入
口
と
し
て
高
麗
門
が
あ
る
（
現
、
熊
本

市
中
央
区
新
町
四
丁
目
）。「
御
大
工
棟
梁
善
蔵
よ
り
聞
書
控
」
に
よ
る
と
、
高
瀬
（
現
、
熊
本
県
玉
名
市
）
の
大
工
棟
梁
善
蔵
は
、
加
藤

清
正
の
高
麗
出
陣
に
お
供
し
、
慶
長
三
年
に
帰
朝
し
た
の
ち
、
清
正
の
命
令
に
よ
っ
て
、
彼
の
地
（
高
麗
）
の
門
と
同
じ
形
容
に
高
麗
門

關
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
七
十
巻
第
四
号
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を
造
作
し
た
と
い
う（

42
）。
熊
本
城
の
高
麗
門
は
西
南
戦
争
で
焼
失
し
た
が
、
二
〇
一
一
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
熊
本
県
教
育
委
員
会
の
発
掘
調

査
に
よ
っ
て
、
礎
石
の
下
に
敷
か
れ
た
根
固
め
石
が
確
認
さ
れ
、「
慶
長
四
年
八
月
吉
日
」
銘
の
滴
水
瓦
が
出
土
し
た
。
慶
長
四
年
銘
瓦

は
熊
本
城
内
か
ら
出
土
し
た
同
種
の
瓦
銘
と
一
致
す
る
の
で
、
前
年
ま
で
の
朝
鮮
出
兵
が
終
了
し
た
直
後
に
、
加
藤
清
正
が
進
め
た
熊
本

城
普
請
の
一
環
と
し
て
高
麗
門
が
建
設
さ
れ
た
事
実
を
示
す
発
掘
成
果
で
あ
る
と
い
わ
れ
る（

43
）。
県
教
委
の
発
掘
報
告
書
の
結
論
に
対
し
て

は
、
美
濃
口
紀
子
氏
が
異
論
を
唱
え
て
い
る
が
、
熊
本
城
の
高
麗
門
が
慶
長
初
期
に
築
造
さ
れ
た
と
い
う
結
論
自
体
は
、
美
濃
口
氏
も
認

め
て
い
る（

44
）。

高
麗
門
は
近
世
以
降
、
城
門
や
大
名
屋
敷
に
多
く
採
用
さ
れ
た
門
形
式
の
一
つ
で
も
あ
る
。
近
世
城
郭
の
出
入
口
で
あ
る
城
門
は
枡
形

と
呼
ば
れ
る
石
垣
に
囲
ま
れ
た
方
形
の
広
場
を
も
ち
、
内
側
に
第
一
の
門
を
建
て
、
直
角
に
向
き
を
変
え
て
、
外
側
に
第
二
の
門
を
建
て

た
。
第
一
の
門
を
櫓
門
、
第
二
の
門
を
高
麗
門
と
呼
ぶ
。
現
存
す
る
枡
形
と
高
麗
門
に
は
、
江
戸
城
田
安
門
・
清
水
門
・
外
桜
田
門
、
金

沢
城
石
川
門
、
大
阪
城
大
手
門
な
ど
が
あ
る（

45
）。
高
麗
門
は
薬
医
門
を
改
良
し
た
も
の
で
あ
る
。
薬
医
門
は
基
本
構
造
の
鏡
柱
と
控
柱
を
ま

と
め
て
一
つ
の
切
妻
造
の
屋
根
で
覆
っ
た
城
門
で
あ
る
が
、
屋
根
が
大
き
い
た
め
、
門
の
直
下
に
対
す
る
視
野
が
遮
ら
れ
、
敵
兵
に
楯
と

し
て
利
用
さ
れ
や
す
か
っ
た
。
高
麗
門
は
本
体
の
屋
根
を
冠
木
の
上
の
み
と
し
て
、
鏡
柱
の
上
か
ら
控
柱
の
上
に
別
の
小
屋
根
を
架
け
た

も
の
で
あ
る
。
屋
根
は
柱
や
扉
の
上
の
み
を
覆
う
た
め
、
敵
兵
が
門
内
に
隠
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
高
麗
門
は
朝
鮮
出
兵
（
高
麗
陣
）

の
頃
に
開
発
さ
れ
、
そ
れ
以
降
、
急
速
に
普
及
し
た
。
朝
鮮
半
島
に
は
こ
う
し
た
構
造
の
門
は
な
い
の
で
、
朝
鮮
半
島
よ
り
移
入
さ
れ
た

門
と
す
る
の
は
俗
説
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
が（

46
）、
朝
鮮
出
兵
で
朝
鮮
半
島
へ
上
陸
し
た
日
本
軍
は
、
各
地
に
日
本
式
の
城
郭

（
倭
城
）
を
築
造
し
て
お
り
、
そ
の
倭
城
の
城
門
と
し
て
建
て
ら
れ
た
最
新
型
の
城
門
が
高
麗
門
で
あ
る
と
す
る
説（

47
）が
説
得
的
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
加
藤
清
正
が
高
麗
陣
に
帯
同
し
た
大
工
棟
梁
善
蔵
が
、
帰
国
後
に
彼
の
地
の
門
と
同
形
式
で
熊
本
城
の
高
麗
門
を

築
造
し
た
と
い
う
の
は
、
高
麗
（
朝
鮮
）
で
造
営
さ
れ
た
倭
城
の
城
門
と
同
じ
形
式
で
熊
本
城
の
高
麗
門
を
建
て
た
こ
と
を
意
味
す
る
の

難
波
津
高
麗
橋
説
批
判
（
西
本
）
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で
あ
ろ
う
。
豊
臣
秀
吉
は
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
七
月
、
加
藤
清
正
ら
朝
鮮
在
陣
の
諸
大
名
に
慶
尚
道
南
岸
一
帯
に
城
普
請
を
行
う
こ

と
を
指
示
し
た
。
こ
れ
を
う
け
て
清
正
は
西
生
浦
城
（
現
、
蔚
山
市
蔚
州
郡
）
を
築
城
し
、
講
和
条
件
に
よ
り
一
時
破
却
し
た
が
、
慶
長

二
年
（
一
五
九
七
）
に
は
こ
れ
を
修
復
し
て
い
る
。
こ
の
修
復
普
請
は
艱
難
を
窮
め
た
た
め
、
労
苦
に
堪
え
か
ね
た
兵
卒
が
多
く
逃
亡
し

て
、
朝
鮮
側
に
投
降
し
た
と
い
う（

48
）。
ま
た
、
清
正
は
慶
長
二
年
一
一
月
か
ら
蔚
山
城
の
築
城
も
は
じ
め
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
倭
城
の
一
つ

で
あ
る
西
生
浦
城
や
蔚
山
城
の
築
造
と
修
復
に
は
、
熊
本
や
そ
の
周
辺
か
ら
陣
夫
や
職
人
が
動
員
さ
れ
た
た
め
、
大
工
棟
梁
善
蔵
も
そ
の

一
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
善
蔵
は
高
麗
で
西
生
浦
城
や
蔚
山
城
の
造
営
に
腕
を
揮
っ
た
の
ち
、
帰
国
し
て
倭
城
で
採
用
さ
れ
た
最
新

式
の
城
門
と
同
じ
形
式
で
高
麗
門
を
築
造
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
鹿
児
島
の
高
麗
町
と
高
麗
町
之
橋
（
高
麗
橋
）、
長
崎
の
高
麗
町
と
新
高
麗
町
・
高
麗
橋
、
熊
本
城
惣
構
南
西
端
の
高
麗
門
な

ど
の
由
来
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
鹿
児
島
の
高
麗
町
は
慶
長
三
年
に
島
津
氏
が
高
麗
陣
か
ら
連
れ
帰
っ
た
高
麗
人
（
朝
鮮
人
）
が
居
住

し
た
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
、
長
崎
の
高
麗
町
も
同
様
の
由
緒
を
も
つ
。
長
崎
の
高
麗
橋
は
後
世
に
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
鹿
児

島
の
高
麗
町
之
橋
と
い
う
名
称
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
高
麗
町
あ
る
い
は
新
高
麗
町
に
架
け
ら
れ
た
橋
と
い
う
意
味
で
は
、
高
麗
橋
と

い
う
名
称
も
ま
た
高
麗
人
の
居
住
地
に
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
一
方
、
熊
本
の
高
麗
門
は
加
藤
清
正
が
高
麗
陣
に
連

れ
て
い
っ
た
大
工
棟
梁
が
、
慶
長
三
年
の
帰
国
後
に
高
麗
で
建
て
ら
れ
た
倭
城
の
城
門
と
同
じ
形
式
で
築
造
し
た
も
の
で
あ
る
。
高
麗

町
・
高
麗
門
の
い
ず
れ
に
も
共
通
す
る
の
は
、
高
麗
陣
で
出
兵
し
た
島
津
義
弘
や
加
藤
清
正
が
彼
の
地
か
ら
高
麗
人
を
連
れ
帰
っ
た
り
、

彼
の
地
の
城
門
形
式
を
日
本
に
持
ち
込
ん
だ
り
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
こ
と
で
あ
る
。
高
麗
町
・
高
麗
橋
・
高
麗
門
と
い
う
名
称
の
背
景

に
は
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
で
日
本
に
移
入
さ
れ
た
ヒ
ト
・
モ
ノ
に
関
わ
る
と
い
う
共
通
項
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
坂
城
の
西
側
惣
構
の
堀
に
架
か
る
高
麗
橋
は
、
熊
本
城
の
西
側
惣
構
の
南
端
に
位
置
す
る
高
麗
門
と
、
西
側
惣
構
上
に
配
置
さ
れ
る

と
い
う
点
で
共
通
点
を
有
し
て
い
る
。
高
麗
橋
は
江
戸
時
代
に
は
幕
府
が
架
橋
し
た
公
儀
橋
の
一
つ
で
、
西
詰
に
高
札
場
が
あ
り
、
東
詰
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に
は
里
程
元
標
が
あ
っ
た
。
大
坂
城
と
船
場
城
下
町
を
結
ぶ
も
っ
と
も
重
要
な
橋
で
、
上
町
の
島
町
通
り
か
ら
高
麗
橋
通
り
へ
延
び
る
道

は
、
豊
臣
時
代
に
お
い
て
も
初
期
城
下
町
の
基
準
線
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る（

49
）。
一
方
、
熊
本
の
高
麗
門
は
西
側
惣
構
と
一
体
の
重
要
な

防
御
施
設
で
あ
る
と
と
も
に
、
高
麗
門
外
横
手
寺
町
に
建
ち
並
ぶ
禅
定
寺
・
妙
永
寺
・
本
覚
寺
な
ど
藩
主
一
族
や
重
臣
の
菩
提
寺
へ
至
る

参
道
の
起
点
で
も
あ
っ
た（

50
）。
大
坂
城
の
高
麗
橋
は
高
麗
人
の
居
住
し
た
高
麗
町
に
よ
る
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
倭
城
の
城
門
を
移
植
し
た

高
麗
門
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
高
麗
門
の
前
に
架
け
ら
れ
た
橋
で
あ
っ
た
か
ら
高
麗
橋
と
称
し

た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
坂
城
が
朝
鮮
出
兵
を
命
じ
た
秀
吉
の
居
城
で
あ
っ
た
以
上
、
高
麗
橋
の
名
称
が
高
麗

陣
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
大
坂
城
惣
構
上
の
高
麗
橋
の
名
の
起
こ
り
に
つ
い
て
は
、
六
世
紀
末
に
来
朝
し
た
高
句
麗
使
の
迎
賓
館
（
高
麗
館
）

に
関
わ
る
と
い
う
説
と
、
一
六
世
紀
末
あ
る
い
は
一
七
世
紀
初
頭
に
来
朝
し
た
朝
鮮
使
節
に
関
わ
る
と
い
う
説
が
唱
え
ら
れ
て
き
た
が
、

高
麗
橋
と
い
う
名
称
の
初
見
が
一
六
世
紀
末
で
あ
る
以
上
、
前
者
の
高
句
麗
使
の
迎
賓
館
説
が
成
立
す
る
余
地
は
乏
し
い
。
ま
た
、
後
者

の
朝
鮮
使
節
説
は
一
六
世
紀
末
に
注
目
す
る
点
で
は
評
価
で
き
る
が
、
当
時
の
厳
し
い
日
朝
関
係
の
実
相
を
踏
ま
え
た
説
と
は
み
な
し
が

た
い
。
鹿
児
島
の
高
麗
町
・
高
麗
町
之
橋
（
高
麗
橋
）、
長
崎
の
高
麗
町
・
新
高
麗
町
・
高
麗
橋
、
熊
本
の
高
麗
門
な
ど
の
由
来
を
参
照

す
る
と
、
大
坂
城
の
高
麗
橋
も
朝
鮮
出
兵
時
の
ヒ
ト
や
モ
ノ
の
移
入
に
関
わ
る
名
称
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
阪
に
残
る
高
麗
橋
と
い
う
名
称
が
六
～
七
世
紀
の
高
句
麗
や
高
麗
館
に
由
来
す
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
低
く
、

高
麗
橋
と
い
う
名
称
を
根
拠
に
、
こ
の
付
近
に
古
代
の
難
波
津
を
比
定
す
る
日
下
雅
義
説
に
は
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
難
波
津
を
高
麗
橋
付
近
に
比
定
す
る
日
下
雅
義
説
の
論
拠
に
つ
い
て
再
検
討
を
加
え
、
い
ま
や
日
下
説
は
成
立
困
難
で
あ
る
こ
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と
を
論
じ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

日
下
説
の
論
拠
は
以
下
の
八
点
で
あ
る
。
①
難
波
津
な
ど
古
代
の
港
は
ラ
グ
ー
ン
に
成
立
す
る
こ
と
が
多
い
。
②
高
麗
橋
付
近
に
ラ

グ
ー
ン
の
存
在
を
示
す
シ
ル
ト
層
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
③
仁
徳
紀
二
二
年
条
の
「
難
波
の
崎
の

並
び
浜
」
は
砂
州
と
ラ
グ
ー
ン
の
連

続
す
る
様
子
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。
④
推
古
紀
一
六
年
条
や
舒
明
紀
四
年
条
の
記
事
は
隋
使
・
唐
使
が
堂
島
川
沿
岸
の
江
口
か
ら
堀
江

に
入
り
、
高
麗
橋
付
近
の
難
波
津
へ
進
ん
だ
こ
と
を
示
す
。
⑤
「
難
波
往
古
図
」
で
は
高
麗
橋
の
位
置
に
「
難
波
湊
」
が
描
か
れ
て
い
る
。

⑥
高
麗
橋
付
近
か
ら
古
代
の
遺
物
が
多
く
出
土
す
る
。
⑦
七
世
紀
後
半
の
難
波
で
唯
一
の
寺
で
あ
っ
た
阿
曇
寺
は
高
麗
橋
付
近
に
建
立
さ

れ
た
。
⑧
高
麗
橋
と
い
う
名
は
朝
鮮
半
島
と
の
関
係
で
つ
け
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
①
②
に
異
論
は
な
い
が
、
近
年
の
古
地
理
復
原
で
は
七

世
紀
以
降
の
古
代
に
は
三
津
寺
町
付
近
に
も
ラ
グ
ー
ン
の
存
在
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
①
②
は
い
ま
や
高
麗
橋
説
に
の
み

有
利
な
証
拠
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

③
の
「
並
び
浜
」
は
砂
州
と
水
域
が
交
互
に
配
列
す
る
情
景
を
示
す
と
は
必
ず
し
も
言
い
切
れ
ず
、
ま
た
近
年
で
は
恵
美
須
町
遺
跡
で

も
「
並
び
浜
」
を
思
わ
せ
る
海
浜
の
地
層
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
④
の
両
記
事
に
み
え
る
江
口
は
淀
川
河
口
付
近
の
海
上
の
一
地
点
を
さ

す
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
、
江
口
か
ら
誘
導
さ
れ
た
先
の
難
波
津
や
客
館
は
三
津
寺
町
付
近
に
位
置
し
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
⑤
の

「
難
波
往
古
図
」
は
偽
作
図
な
の
で
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
「
難
波
湊
」
の
位
置
も
信
用
で
き
な
い
。
⑥
古
代
の
遺
物
が
多
数
出
土
す
る
の

は
天
神
橋
付
近
ま
で
を
含
め
た
広
範
囲
か
ら
な
の
で
、
と
く
に
高
麗
橋
付
近
の
み
に
注
目
す
る
必
要
は
な
い
。
⑦
阿
曇
寺
を
高
麗
橋
付
近

に
求
め
る
説
は
そ
の
後
否
定
さ
れ
、
現
在
で
は
北
区
太
融
寺
付
近
に
比
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
阿
曇
寺
が
七
世
紀
後
半
の
難
波

で
唯
一
の
寺
で
あ
っ
た
と
い
う
の
も
正
し
く
な
い
。
⑧
高
麗
橋
と
い
う
名
が
古
代
の
対
高
句
麗
外
交
に
よ
る
の
か
、
近
世
初
頭
の
対
朝
鮮

外
交
に
由
来
す
る
の
か
は
、
改
め
て
踏
み
込
ん
で
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
下
説
の
論
拠
の
多
く
は
現
在
で
は
成
立
困
難
に
な
っ
て
お
り
、
高
麗
橋
の
名
前
の
由
来
如
何
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
前
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提
が
す
べ
て
崩
れ
る
こ
と
に
な
る
。
高
麗
橋
は
大
坂
城
の
西
側
惣
構
の
堀
に
架
か
る
橋
で
、
そ
の
史
料
的
初
見
は
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）

で
あ
る
。
大
阪
の
高
麗
橋
と
い
う
名
称
と
類
似
す
る
も
の
と
し
て
、
鹿
児
島
の
高
麗
町
・
高
麗
町
之
橋
（
高
麗
橋
）、
長
崎
の
高
麗
町
・

新
高
麗
町
・
高
麗
橋
、
熊
本
の
高
麗
門
が
あ
る
。
鹿
児
島
と
長
崎
の
高
麗
町
は
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
（
高
麗
陣
）
の
際
に
、
島
津
氏

な
ど
が
連
行
し
て
き
た
被
虜
人
た
る
高
麗
人
（
朝
鮮
人
）
の
集
住
地
を
さ
し
、
の
ち
に
こ
の
地
に
架
け
ら
れ
た
橋
を
高
麗
橋
と
称
し
た
。

ま
た
、
熊
本
城
の
西
側
惣
構
上
の
南
端
に
は
高
麗
橋
が
築
か
れ
た
が
、
こ
れ
は
加
藤
清
正
の
高
麗
出
陣
に
同
行
し
た
大
工
棟
梁
善
蔵
が
慶

長
三
年
の
帰
国
後
に
、
高
麗
に
築
造
し
た
倭
城
の
城
門
に
な
ら
っ
て
造
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
坂
城
の
高
麗
橋
は
西
側
惣
構
上
に
あ
る

点
で
、
熊
本
城
の
高
麗
門
と
共
通
し
て
お
り
、
高
麗
橋
が
高
麗
門
と
関
わ
っ
て
架
け
ら
れ
た
橋
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
阪
の
高
麗
橋
と
い
う
名
称
が
古
代
の
対
高
句
麗
外
交
と
関
わ
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
低
く
、
大
坂
城
が
朝
鮮
出

兵
を
命
じ
た
豊
臣
氏
の
居
城
で
あ
っ
た
以
上
、
高
麗
橋
と
い
う
名
称
も
高
麗
陣
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
る
方
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
日
下

氏
の
高
麗
橋
説
は
と
く
に
⑥
⑦
⑧
の
根
拠
を
重
視
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
が
、
⑦
⑧
の
根
拠
が
崩
れ
る
と
な
る
と
、
高
麗
橋
付
近
に
と
く

に
固
執
す
る
必
要
は
な
く
な
る
。
⑥
の
根
拠
は
い
ま
な
お
有
効
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
松
尾
信
裕
氏
は
発
掘
成
果
を
精
査
し
て
、

東
横
堀
川
分
流
点
付
近
の
大
川
岸
に
難
波
津
を
比
定
し
て
い
る
。
松
尾
氏
の
想
定
す
る
難
波
津
の
範
囲
内
に
は
高
麗
橋
付
近
も
入
っ
て
い

る
の
で
、
高
麗
橋
説
は
今
後
こ
の
松
尾
説
（
渡
辺
津
説
）
の
な
か
に
包
摂
し
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

私
は
別
稿
に
お
い
て
難
波
津
の
歴
史
的
変
遷
を
検
討
し
た
結
果
、
五
～
六
世
紀
の
難
波
津
は
淀
川
河
口
部
の
天
神
橋
（
渡
辺
津
）
付
近

に
位
置
し
た
が
、
七
世
紀
以
降
、
淀
川
河
口
部
が
西
進
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
難
波
津
は
三
津
寺
町
付
近
に
移
さ
れ
た
と
い
う
結
論
を
得

た（
51
）。
高
麗
橋
付
近
は
天
神
橋
付
近
に
包
摂
さ
れ
る
の
で
、
五
～
六
世
紀
に
は
こ
の
付
近
に
難
波
津
が
所
在
し
た
可
能
性
は
残
る
が
、
七
世

紀
以
降
は
大
型
の
外
航
船
が
こ
こ
ま
で
遡
上
し
て
く
る
の
は
困
難
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
古
代
難
波
津
が
置
か
れ
た
場
所
と
し
て
高
麗
橋

と
い
う
地
域
に
と
く
に
注
目
す
る
必
要
性
は
薄
れ
て
き
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

難
波
津
高
麗
橋
説
批
判
（
西
本
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注（
⚑
）
平
野
卓
治
「
日
本
古
代
の
客
館
に
関
す
る
一
考
察
」（『
国
学
院
雑
誌
』
八
九
―
三
、
一
九
八
八
年
）
四
六
頁
、
西
本
昌
弘
「
改
新
政
府
と
難
波
大
郡
宮
・

小
郡
宮
」（『
日
本
書
紀
研
究
』
三
〇
、
塙
書
房
、
二
〇
一
六
年
）
二
五
六
頁
。

（
⚒
）
日
下
雅
義
『
古
代
景
観
の
復
元
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
一
年
）。
そ
の
後
、『
地
形
か
ら
み
た
歴
史
―
古
代
景
観
を
復
原
す
る
』（
講
談
社
、
二
〇
一

二
年
）
と
改
題
し
て
文
庫
化
さ
れ
て
い
る
。

（
⚓
）
直
木
孝
次
郎
「
難
波
の
柏
の
渡
り
に
つ
い
て
」（『
難
波
宮
と
難
波
津
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
）。

（
⚔
）
千
田
稔
「
古
代
港
津
の
歴
史
地
理
学
的
考
察
」（『
史
林
』
五
三
―
一
、
一
九
七
〇
年
）、
同
『
埋
れ
た
港
』（
学
生
社
、
一
九
七
四
年
）。

（
⚕
）
直
木
孝
次
郎
注
（
⚓
）
論
文
、
同
「
難
波
津
と
住
吉
津
」（『
明
日
香
風
』
二
六
、
一
九
八
八
年
）、
同
「
難
波
津
と
難
波
の
堀
江
」（『
難
波
宮
と
難
波
津

の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
）。

（
⚖
）
木
原
克
司
「
古
代
難
波
地
域
周
辺
の
景
観
復
原
に
関
す
る
諸
問
題
」（『
大
阪
の
歴
史
』
四
八
、
一
九
九
六
年
）
九
頁
、
一
五
頁
。

（
⚗
）『
大
阪
の
歴
史
』
三
〇
（
一
九
九
〇
年
）
の
座
談
会
「
古
代
難
波
の
景
観
復
元
と
そ
の
変
遷
」
一
〇
三
頁
に
お
け
る
足
利
健
亮
氏
の
発
言
。

（
⚘
）
趙
哲
済
・
中
条
武
司
「
難
波
の
さ
き
の
並
び
浜
」（『
葦
火
』
一
五
九
、
二
〇
一
二
年
）、
趙
哲
済
・
市
川
創
・
高
橋
工
ほ
か
「
上
町
台
地
と
そ
の
周
辺
低

地
に
お
け
る
地
形
と
古
地
理
変
遷
の
概
要
」（
平
成
二
一
～
二
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）『
大
阪
上
町
台
地
の
総
合
的
研
究
』
研
究
代

表
者
脇
田
修
、
二
〇
一
四
年
）
一
六
頁
。

（
⚙
）
西
本
昌
弘
「
難
波
江
口
考
」（
辻
尾
榮
一
氏
古
稀
記
念
論
攷
刊
行
会
編
『
歴
史
・
民
族
・
考
古
学
論
攷
』（
Ⅰ
）、
二
〇
一
九
年
）。

（
10
）
喜
田
貞
吉
「
難
波
沿
革
図
の
偽
作
」（『
歴
史
地
理
』
二
―
七
、
一
九
〇
〇
年
）、
同
「
偽
作
難
波
図
の
害
毒
」（『
歴
史
地
理
』
三
―
五
、
一
九
〇
一
年
）、

山
根
徳
太
郎
『
難
波
王
朝
』（
学
生
社
、
一
九
六
九
年
）
一
六
五
頁
。

（
11
）
日
下
雅
義
注
（
⚒
）
著
書
二
二
八
頁
。

（
12
）
大
阪
市
文
化
財
協
会
『
住
友
銅
吹
所
跡
発
掘
調
査
報
告
』（
一
九
九
八
年
）。

（
13
）
和
田
萃
「
古
代
難
波
の
景
観
」（『
文
学
』
一
―
五
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
九
一
頁
。

（
14
）
八
木
博
「
難
波
堀
江
の
研
究
」（『
好
古
趣
味
』
二
、
一
九
三
〇
年
）
八
五
頁
、
瀧
川
政
次
郎
「
明
治
十
八
年
の
淀
川
大
洪
水
と
上
代
の
難
波
」（『
史
迹

と
美
術
』
二
七
三
、
一
九
五
七
年
）
一
六
八
頁
。

（
15
）
吉
田
靖
雄
「
難
波
の
寺
々
―
四
天
王
寺
を
中
心
に
―
」（『
明
日
香
風
』
二
六
、
一
九
八
八
年
）
三
九
頁
。

關
西
大
學
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學
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（
16
）
吉
田
靖
雄
「
白
鳳
時
代
の
寺
々
」（『
大
阪
府
史
』
第
二
巻
、
一
九
九
〇
年
）
二
〇
〇
頁
。

（
17
）
西
本
昌
弘
「
川
原
寺
の
古
代
史
と
伽
藍
・
仏
像
」（『
飛
鳥
・
藤
原
と
古
代
王
権
』
同
成
社
、
二
〇
一
四
年
）
六
三
頁
。

（
18
）
文
化
庁
『
全
国
遺
跡
地
図
』
大
阪
府
（
一
九
八
七
年
）
一
八
頁
は
、
安
曇
寺
跡
を
大
阪
市
東
区
今
橋
一
丁
目
に
比
定
し
て
い
る
。

（
19
）
藤
沢
一
夫
・
梶
山
彦
太
郎
「
阿
曇
寺
跡
と
渡
辺
別
所
」（『
大
阪
市
文
化
財
年
報
』
昭
和
六
一
年
度
、
一
九
八
七
年
）。

（
20
）
千
田
稔
注
（
⚔
）
論
文
七
一
頁
。

（
21
）
足
利
健
亮
「
摂
河
泉
（
大
阪
府
下
）
の
古
代
港
津
」（『
考
証
・
日
本
古
代
の
空
間
』
大
明
堂
、
一
九
九
五
年
）
一
七
一
頁
、
注
（
⚗
）
座
談
会
一
〇
一

頁
に
お
け
る
足
利
氏
の
発
言
。

（
22
）
藪
内
吉
彦
「
高
麗
橋
今
昔
」（『
大
阪
春
秋
』
一
九
、
一
九
七
九
年
）
一
一
二
～
一
一
三
頁
。

（
23
）
高
麗
橋
の
名
称
を
古
代
の
高
麗
館
に
結
び
つ
け
て
論
じ
た
の
は
、
暁
鐘
成
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』（
安
政
年
間
〔
一
八
五
五
年
頃
〕
刊
）
が
最
初
で
、

巻
一
三
上
の
高
麗
橋
条
に
「
伝
云
、
往
古
の
高
麗
館
の
古
址
此
橋
の
東
に
有
を
以
て
名
づ
く
と
ぞ
」
と
あ
る
。
そ
の
後
、『
東
区
史
』
第
三
巻
（
一
九
四

一
年
）
は
こ
の
高
麗
館
説
を
引
用
し
つ
つ
、
秀
吉
が
東
横
堀
を
開
鑿
し
、
本
橋
を
架
設
し
た
当
時
、
こ
の
橋
を
中
心
に
高
麗
と
の
貿
易
が
旺
盛
で
あ
っ
た

た
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て
名
づ
け
た
と
の
説
を
併
記
し
て
い
る
（
九
八
三
～
九
八
四
頁
）。
高
麗
橋
の
由
来
を
古
代
の
対
高
句
麗
外
交
と
近
世
初
頭
の
対
朝

鮮
関
係
の
二
つ
に
関
係
さ
せ
て
論
じ
る
の
は
通
説
化
し
て
お
り
、
近
年
ま
で
多
く
の
図
書
に
同
様
の
こ
と
が
祖
述
さ
れ
て
い
る
。
宮
本
又
次
『
船
場
』（
ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
六
〇
年
）
一
一
九
頁
、
大
阪
町
名
研
究
会
編
『
大
阪
の
町
名
』（
清
文
堂
、
一
九
七
七
年
）
一
三
三
頁
、
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
『
大

阪
府
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
三
年
）
四
七
三
頁
、
三
善
貞
司
編
『
大
阪
史
蹟
辞
典
』（
清
文
堂
、
一
九
八
六
年
）
一
九
〇
頁
、
松
村
博
『
大
阪
の
橋
』（
松

籟
社
、
一
九
八
七
年
）
一
七
八
頁
、
豆
谷
浩
之
「
高
麗
橋
」（『
大
阪
の
地
名
由
来
辞
典
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
一
四
三
頁
な
ど
。

（
24
）
松
尾
信
裕
「
大
坂
城
下
町
跡
と
そ
の
周
辺
の
歴
史
的
環
境
」（
大
阪
市
文
化
財
協
会
『
大
坂
城
下
町
跡
』
Ⅱ
、
二
〇
〇
四
年
）
一
〇
頁
、
同
「
大
坂
城
下

町
跡
下
層
の
遺
跡
」（
同
上
書
所
収
）
三
五
三
頁
、
同
「
古
代
難
波
の
地
形
環
境
と
難
波
津
」（
中
尾
芳
治
・
栄
原
永
遠
男
編
『
難
波
宮
と
都
城
制
』
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
）
三
三
～
三
六
頁
。

（
25
）『
新
修
大
阪
市
史
』
第
三
巻
（
一
九
八
九
年
）
四
六
～
四
七
頁
、
大
澤
研
一
「
文
献
史
料
か
ら
み
た
豊
臣
大
坂
城
の
空
閑
構
造
」（
大
阪
市
立
大
学
豊
臣

期
大
坂
研
究
会
編
『
秀
吉
と
大
坂

城
と
城
下
町
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
六
二
～
六
三
頁
、
中
村
博
司
『
大
坂
城
全
史
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一

八
年
）
一
六
五
～
一
六
七
頁
。

（
26
）
松
村
博
注
（
23
）
著
書
一
七
九
頁
。

難
波
津
高
麗
橋
説
批
判
（
西
本
）
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（
27
）
大
坂
城
天
守
閣
編
『
大
坂
城
天
守
閣
所
蔵
品
図
録
』（
大
阪
観
光
協
会
、
一
九
七
五
年
）
一
五
二
頁
、
伊
藤
純
「
高
麗
橋
」（『
大
阪
の
橋
も
の
が
た
り
』

創
元
社
、
二
〇
一
〇
年
）
八
六
頁
。

（
28
）
内
藤
雋
輔
『
文
禄
慶
長
の
役
に
於
け
る
被
擄
人
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
六
年
）
二
一
六
頁
。

（
29
）
井
上
和
枝
「
朝
鮮
人
村
落
「
苗
代
川
」
の
日
本
化
と
解
体
」（
久
留
島
浩
ほ
か
編
『
薩
摩
・
朝
鮮
陶
工
村
の
四
百
年
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
一
九

三
頁
、
尹
裕
淑
「
近
世
初
、
西
日
本
地
域
の
「
朝
鮮
人
集
団
居
住
地
」
に
つ
い
て
」（『
近
代
朝
鮮
の
境
界
を
越
え
た
人
び
と
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇

一
九
年
）
三
五
頁
。

（
30
）
鹿
児
島
県
史
料
拾
遺
刊
行
会
『
鹿
児
島
県
史
料
拾
遺
』
Ⅹ
Ⅴ
（
一
九
七
四
年
）
所
収
、
五
二
～
五
三
頁
。

（
31
）
宮
本
常
一
ほ
か
編
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
一
〇
（
三
一
書
房
、
一
九
七
〇
年
）
所
収
、
六
七
五
～
六
七
七
頁
。

（
32
）
大
武
進
『
薩
摩
苗
代
川
新
考
』（
大
武
進
、
一
九
九
六
年
）
所
収
、
一
五
七
～
一
五
九
頁
。

（
33
）
有
馬
美
智
子
「
薩
摩
藩
に
於
け
る
対
朝
鮮
人
政
策
」（『
史
艸
』
四
、
一
九
六
一
年
）
三
一
～
三
三
頁
、
原
口
虎
雄
「
立
野
並
苗
代
川
焼
物
高
麗
人
渡
来

在
附
由
来
記
・
苗
代
川
文
書
所
役
日
記
解
題
」（
注
（
31
）
編
著
所
収
）
六
七
三
～
六
七
四
頁
、
井
上
和
枝
「
苗
代
川
「
朝
鮮
人
」
の
姓
氏
に
関
す
る
歴

史
的
考
察
」（『
国
際
文
化
学
部
論
集
』
八
―
三
、
二
〇
〇
八
年
）
二
二
〇
～
二
二
五
頁
、
同
注
（
29
）
論
文
一
九
三
～
一
九
四
頁
。

（
34
）
日
本
歴
史
地
名
大
系
『
鹿
児
島
県
の
地
名
』（
平
凡
社
、
一
九
九
八
年
）
高
麗
町
項
。

（
35
）『
鹿
児
島
市
史
』
Ⅰ
（
一
九
六
九
年
）
三
八
三
頁
、
阿
久
根
芳
徳
ほ
か
「
薩
摩
藩
城
下
に
架
け
た
高
麗
橋
の
構
造
」（『
土
木
史
研
究
』
一
六
、
一
九
九
六
年
）

二
二
七
頁
。

（
36
）
中
村
質
「
壬
辰
丁
酉
倭
乱
と
被
虜
人
」（『
近
世
対
外
交
渉
史
論
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
37
）
五
野
井
隆
史
「
被
虜
朝
鮮
人
と
キ
リ
ス
ト
教
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
紀
要
』
一
三
、
二
〇
〇
三
年
）
五
一
頁
。

（
38
）
松
田
毅
一
監
訳
『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』
第
Ⅰ
期
第
二
巻
（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
七
年
）
二
〇
一
頁
。

（
39
）
中
村
質
注
（
36
）
論
文
五
二
頁
、
五
野
井
隆
史
注
（
37
）
論
文
五
二
頁
、
同
「
慈
悲
の
組
と
キ
リ
シ
タ
ン
」（『
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
史
の
研
究
』
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
一
七
年
）
二
二
五
頁
。

（
40
）
中
村
質
注
（
36
）
論
文
、
尹
裕
淑
注
（
29
）
論
文
二
四
～
二
五
頁
、
長
森
美
信
「
壬
辰
・
丁
酉
（
文
禄
・
慶
長
）
乱
に
お
け
る
朝
鮮
人
被
擄
人
の
日
本

定
住
」（『
天
理
大
学
学
報
』
七
一
―
二
、
二
〇
二
〇
年
）
一
～
三
頁
。

（
41
）
嘉
村
国
男
『
長
崎
町
尽
し
』（
長
崎
文
献
社
、
一
九
八
六
年
）
八
六
～
八
九
頁
、
尹
達
世
『
四
百
年
の
長
い
旅
』（
リ
ー
ブ
ル
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
一

關
西
大
學
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三
八
頁
、
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
『
長
崎
県
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
七
年
）
伊
勢
町
・
高
麗
橋
・
本
鍛
冶
屋
町
項
、
日
本
歴
史
地
名
大
系
『
長
崎
県
の

地
名
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
一
年
）
高
麗
橋
・
本
鍛
冶
屋
町
項
。

（
42
）『
熊
本
城
今
昔
記
』（
熊
本
市
役
所
観
光
課
、
一
九
六
三
年
）
四
〇
頁
、
北
野
隆
「
建
築
学
的
に
見
た
高
麗
門
」（
熊
本
県
教
育
委
員
会
編
『
熊
本
城
跡
遺

跡
群
』
二
〇
一
四
年
）
三
七
一
頁
。

（
43
）
稲
葉
継
陽
「
文
献
史
料
か
ら
み
た
熊
本
城
の
惣
構
と
高
麗
門
」（
前
掲
『
熊
本
城
遺
跡
群
』
所
収
）
三
八
〇
頁
。

（
44
）
美
濃
口
紀
子
「
特
別
史
跡
熊
本
城
「
高
麗
門
・
御
成
道
跡
」
の
再
検
証
」（『
熊
本
歴
研
史
叢
』
二
〇
、
二
〇
一
九
年
）。

（
45
）
菊
池
康
夫
「
高
麗
門
の
建
築
に
つ
い
て
」（『
岐
阜
女
子
大
学
紀
要
』
一
五
、
一
九
八
六
年
）、
中
井
均
「
名
城
の
条
件

城
門
編

其
の
二

高
麗
門
・

薬
医
門
・
埋
門
」（『
歴
史
読
本
』
二
〇
一
三
年
一
一
月
号
）。

（
46
）
中
井
均
注
（
45
）
論
文
三
〇
二
～
三
〇
三
頁
。

（
47
）
三
浦
正
幸
『
城
の
つ
く
り
方
図
典
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
五
年
）
一
四
八
頁
、
広
島
大
学
文
化
財
学
研
究
室
編
『
す
ぐ
わ
か
る
日
本
の
城
』（
東
京
美
術
、

二
〇
〇
九
年
）
九
二
頁
。

（
48
）
北
島
万
次
『
加
藤
清
正

朝
鮮
侵
略
の
実
像
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）
八
〇
～
八
八
頁
、
一
四
二
～
一
四
五
頁
。

（
49
）
宮
本
雅
明
「
京
・
大
坂
の
景
観
演
出
」（『
図
集
日
本
都
市
史
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
）、
松
尾
信
裕
「
近
世
大
坂
の
発
掘
調
査
と
地
域
史
研
究
」

（『
日
本
史
研
究
』
六
九
〇
、
二
〇
〇
五
年
）
九
〇
頁
、
豆
谷
浩
之
・
南
秀
雄
「
豊
臣
時
代
の
大
坂
城
下
町
」（
前
掲
『
秀
吉
と
大
坂

城
と
城
下
町
』）
二

四
三
～
二
四
五
頁
。

（
50
）
稲
葉
継
陽
注
（
43
）
論
文
三
八
〇
頁
、
美
濃
口
紀
子
注
（
44
）
論
文
六
〇
～
六
一
頁
。

（
51
）
西
本
昌
弘
「
古
代
難
波
津
の
歴
史
的
変
遷
―
難
波
御
津
（
大
津
）
か
ら
難
波
三
津
（
御
津
）
へ
―
」（
投
稿
中
）。

〔
謝
辞
〕
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
⚒
⚐
Ｋ
⚐
⚐
⚙
⚖
⚙
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

難
波
津
高
麗
橋
説
批
判
（
西
本
）
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